
『せいちゃん』 

松成
まつなり

 真理子
ま り こ

 作
さ く

  

ひさかたチャイルド 

 ぼ
 

くのたいせつなともだちの

せい
 

ちゃんは、いつもじてんしゃ

にのっ
 

てやってきます。これから

もずっと
 

いっしょだとおもって

い
 

たのに…。 

『カモのきょうだい 

クリとゴマ』 

なかがわ ちひろ 作
さ く

・アリス館
かん

 

 大雨
おおあめ

のあと、ゲンとふみは流
なが

され

た
 

カルガモのたまごをひろいまし

た。２羽
わ

が
 

育
そだ

って旅
たび

立
だ

っていった、

ひと夏
なつ

のお
 

話
はなし

です。 

  

 

『椋
むく

鳩
はと

十
じゅう

の小
こ

鳥
とり

物
もの

語
がたり

』 

椋
む く

 鳩
はと

十
じゅう

 作
さ く

・理
り

論
ろん

社
しゃ

 

危
き

険
けん

から身
み

を守
まも

るために、様々
さまざま

な

工
く

夫
ふう

をしている小
こ

鳥
とり

たちの姿
すがた

が愛
あい

情
じょう

豊
ゆた

かに描
えが

かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成
へいせい

２５年度
ね ん ど

 第
だい

２号
ごう

 西方
にしかた

小学校
しょうがっこう

図
と

書室
しょしつ

 

おすすめの本
ほん

 

  

 

高
こう

 

学年
がくねん

 

中
ちゅう

 

学年
がくねん

 

 

低
てい

学年
がくねん
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☆ラベルの 記
き

号
ごう

のしくみ☆ 

９１３ 

ア 

１ 

としょしつまめちしき 

分
ぶん

類
るい

記
き

号
ごう

・・・本
ほん

の種類
しゅるい

を 数
すう

字
じ

であらわしています。 

       ９１３は「きゅう・いち・さん」と読
よ

みます。 

図
と

書
しょ

記
き

号
ごう

・・・その本
ほん

を書
か

いた人か、本
ほん

の題名
だいめい

の 頭
かしら

文字
も じ

を 

 カタカナであらわしています。 

巻 数
か ん す う

・・・全集
ぜんしゅう

などの番号
ばんごう

のことです。 

 

 図
と

書
しょ

室
しつ

にはたくさんの本
ほん

があります。本
ほん

がさがしやすい  

ように、似
に

ているものを 種類
しゅるい

別
べつ

にあつめて、数
すう

字
じ

や記
き

号
ごう

で 

あ
 

らわし、１０のグループに分
わ

けてあります。 

 この数
すう

字
じ

や 記
き

号
ごう

のことを請
せい

求
きゅう

記
き

号
ごう

といいます。 

 本
ほん

の 背
せ

のラベルにはこの請
せい

求
きゅう

記
き

号
ごう

が書
か

いてあります。 

新
あたら

しい本
ほん

 

小
しょう

学
がく

生
せい

のまんが辞
じ

典
てん

シリーズ 全
ぜん

１１巻
かん

／学研
がっけん

 

◇小
しょう

学
がく

生
せい

のまんが敬
けい

語
ご

辞
じ

典
てん

 

◇小
しょう

学
がく

生
せい

のまんが言
こと

葉
ば

のきまり辞
じ

典
てん

 

◇小
しょう

学
がく

生
せい

のまんがことばの使
つか

い分
わ

け辞
じ

典
てん

 

◇小
しょう

学
がく

生
せい

のまんが百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

辞
じ

典
てん

 

◇小
しょう

学
がく

生
せい

のまんが俳
はい

句
く

辞
じ

典
てん

 

 

◇小
しょう

学
がく

生
せい

のまんが語
ご

源
げん

辞
じ

典
てん

 

◇小
しょう

学
がく

生
せい

のまんが方
ほう

言
げん

辞
じ

典
てん

 

◇小
しょう

学
がく

生
せい

のまんが漢
かん

字
じ

辞
じ

典
てん

 

◇小
しょう

学
がく

生
せい

のまんが四
よ

字
じ

熟
じゅく

語
ご

辞
じ

典
てん

 

◇小
しょう

学
がく

生
せい

のまんが慣
かん

用
よう

句
く

辞
じ

典
てん

 

◇小
しょう

学
がく

生
せい

のまんがことわざ辞
じ

典
てん

 

 

野口 雨情（のぐち うじょう） 

１８８２年
ねん

 ５月
がつ

２９日
にち

生
う

まれ 

    茨
いばら

城
き

県
けん

出
しゅっ

身
しん

 

明
めい

治
じ

から昭
しょう

和
わ

時
じ

代
だい

の詩
し

人
じん

・作
さく

詞
し

家
か

 

晩年
ばんねん

を宇都宮
うつのみや

市
し

で過
す

ごしました。 

 

こんげつの人
ひと

  「七
なな

つの子
こ

」や「赤
あか

いくつ」を

はじめ、「シャボン玉
たま

」などの 

童
どう

ようの数々
かずかず

は、今
いま

なお親
した

しみを

持
も

って歌
うた

いつがれて 

い
 

ます。 

図
と

書
しょ

室
しつ

に「野
の

口
ぐち

雨
う

情
じょう

の童謡
どうよう

」の本
ほん

があります。 
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